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『加越の橋』展開催にあたって

加賀藩領内の河川・用水には大小数え切れないほどの橋が架けられていました。幕末の

金沢城下でも「金沢道橋帳J(嘉永5年・1852)によると、普請会所に属する道橋方が管理してい

たのは約210橋、これには城内の橋や、犀川・浅野川に架かる橋などは含まれていません。

また、大きな屋敷地内の橋、外惣構堀の升形橋の近くには戸々の町人が惣構堀に架けるな

ど私的な橋も含まれていません。

犀川・浅野川両大橋に関する史料の最初は、文禄3年(1594)で、藩祖利家の頃であり、その

後、幾度も架替えられ、今日に至っています。橋の新設や架替えの時は「渡り初めjの儀式

が行われたこともありました。

橋の種類は多様です。史料上では材や形態で表現されることが多く、「道橋帳jでは「石

橋・土橋」はみられますが、木の橋は「橋Jとのみ記されています。「道橋帳」に記された城下

の橋の約95%は木の橋で、した。橋の長さは何川・用水の広さを示し、幅については、ある程

度の規格が窺えます。7尺の橋が最も多く、 10尺、 2問、 3聞などです。犀川大橋から浅野

川大橋に抜ける通りの橋の幅は、両橋を含め香林坊橋・袋町橋・枯木橋は何れもほぼ3間

です。幅の大小は河川・用水・堀によるのではなく、「通り」に関連しているようです。石橋は

少なく8橋、そのほとんどは長さ6尺以下の短い橋です。土橋は更に少なく4橋でした。

土橋の基本構造は木橋とほぼ同じです。「争由裏雑記零余録Jには、歩く面を土敷にした橋

のことで、水に強い草槙(ヒノキ)の橋より安価であるが、長期耐久性が低く、入手しやすい松な

らば費用は土橋と変わらず、土橋より耐えるとされています。しかし、倹約のため小さな橋を

土橋にするよう命ぜられるなど一般的には木橋より安価で、あったようで、す。

橋の形態では、「舟橋」や「埴(釧)橋」があります。橋脚を立てただけなど特別な形態でな

いものは「橋jとされています。「舟橋Jは舟を並べその上に板を渡したもので、仮橋であるこ

とが多いのですが、富山城脇の神通川に架けられた舟橋は、 48般とも言われる舟を並べた

常設の橋であり、越中の名所ともなった橋でした。埴橋は谷が深く橋脚が立てられない河川

に架けられた、山間部に多い橋です。越中黒部川に架けられた愛本橋は、山口県岩国市の

錦帯橋・山梨県の猿橋とともに日本三奇橋のーっとも呼ばれています。その他、材や形態

以外に、橋は常設の橋に対する舟橋のような「仮橋」、無料の橋に対する「一銭橋jや「一文

橋Jと呼ばれる有料橋も史料には出てきます。

橋にはその他に名前の由来であるとか「七つ橋渡り」などの民俗的な側面もあります。平

成18年度春季展として、それらすべてを取り上げることはできませんが、当近世史料館所蔵

の史料の中から、藩政期の橋の姿の一端を紹介していきたいと思います。



金沢図(大1002) 天保期頃部分 一部改変
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犀川・浅野川大橋
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金沢町絵図(090一1034)24 部分文化8年(1811)
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浅野川大橋之図(18.6-67) 
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城下の橋
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安政2年(1855) 長寿の者の一族が渡り初めに選ばれている。
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その他展示史料

加州郡方旧記(16.63-77 15) 部分
寛政9年(1797) 犀川橋架け直しに伴う、松木持賃金などの入札の申渡。

犀川大橋々台石垣絵図 (19.9-139)
絵図とともに橋台石垣の工法について、浅野)11との水勢の違し、からも記す。

浅野川大橋絵図(18.6-68)
天保8年(1837)12月から翌年3月の架け替えの時の絵図。

前田貞親手記 (16.41-8220) 部分
貞享5年(1688) 浅野川大橋架け替えに伴い、小橋・仮橋も含め工事歴等について記す。

加州郡方旧記(16.63-77 10) 部分
寛保3年(1743) 浅野)11小橋の下流に有料の壱銭橋(一文橋)を架けるための願書。

富山城之図(13.0-115)

富山城図(16.19-13) 

越中愛本橋棟札写(18.6-124)
安永2年(1773)の架け替え時の棟札の写。

愛本橋建築之図(18.6-71)
15枚の図面。

日暦(16.63-76 10) 部分
明和2年(1765) 倹約のため長さ3間以下の橋を土橋にするよう命ずる。

卯辰山開拓録(13.0-30)
明治2年(1869)刊行

枯木橋図面(090-1096)

※展示史料と記載史料が一部異なる場合があります。


